
みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動 
推進協議会だより（平成29年３月号） 

〔第２次ステージ運動スローガン〕 

  高めよう安全意識 加速させよう復旧・復興 達成しようゼロ災害 
 

みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推進協議会 

（事務局 宮城労働局労働基準部健康安全課）  

    

第６次運動期間（平成29年度）の取組が決定しました 

第６次期間の取組方針・抜粋 
 

１．「見える化」好事例集の周知（継続） 

２．三大災害防止の強化（５月、2月予定）（継続） 

３．全国安全週間合同パトロールの実施（６月予定）（新規） 

４．STOP！転倒災害プロジェクト強化月間（６月予定）（継続）     

５．みやぎ復旧・復興工事ゼロ災大会の開催（9月11日予定）（継続） 

６．建設工事における労働災害防止説明会の開催（11月予定）（継続） 

７．過労起因災害防止キャンペーン（11月予定）（継続） 

８．災害復旧･復興工事の現場所長座談会（11月予定）（新規）   

９．年末公開合同パトロールの実施（12月予定）（継続）   

10．冬季転倒災害の防止の推進（12月～2月）（継続）   

11．冬季交通労働災害の防止（12月～2月）（継続）  

12．年度末労働災害防止の周知（要請）（2月～３月）（継続） 

 

（その他の取組） 

① みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推進協議会だよりの発行（毎月） 

② 安全宣言の取組 

 ３月17日第4合同庁舎において、平成28年度第2回みやぎ復旧・復興工事

ゼロ災運動推進協議会が開催され、第６次運動期間の取組が決定しました。                    

ゼロ災運動の取組の
詳細は、宮城労働局
HPをご覧ください。 

  

 協議会では、冒頭、木幡労働基準部長か
らセカンドステージを後1年残した段階で労
働災害が増加したことは残念であり、ゼロ
災運動が労働災害防止対策のモデルとして
残せるよう協力を求めました。その後、第6
次期間の取組方針（案）が示され、参加団
体からの活動報告、意見交換が行われまし
た。 
 今回、新たに全国安全週間にあわせた合
同パトロールの追加や復旧・復興工事に携
わる現場所長等による労働災害の撲滅に向
けた展望などを語り合う座談会の開催など
が盛り込まれました。 

（ゼロ災協議会の開催の様子） 



みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推進協議会 

（事務局 宮城労働局労働基準部健康安全課）  

 
 
 
 
 

  平成2８年建設業（平成29年２月末現在・災害速報） 
土木工事業及び木建家屋建築工事業で増加傾向が継続しています！ 

平成28年の全産業の死傷者数（休業４日以上）は、2,441人と前年同期比で＋180人（＋
8.0％）と先月より増加率が高くなっています。 

建設業では424人と対前年同期比で＋56人（＋15.2％）、中でも、土木工事業は145人（対前
年同期比で＋38人、＋35.5％）、木造家屋建築工事業は118人（＋40人、＋51.3％）と増加率が
高止まりとなっています。また、死亡者数は、全業種で16人と前年同期比で4人の減少ですが、建設
業では５人と前年同期比で１人の増加となっています。 

 
 

  

建設業労働災害統計（宮城労働局速報） 
 

はしごや脚立からの墜落･転落災害をなくしましょう！（リーフレットお知らせ） 

  平成2９年建設業（平成29年２月末現在・災害速報） 
土木工事業が減少から増加に転じました！ 

 平成2９年の全産業の死傷者数（休業４日以上）は、273人と前年同期比で－51人（－15.7％）
と減少しています。建設業では45人と対前年同期比で－12人（－21.1％）、唯一増加に転じたのは、
土木工事業で17人（対前年同期比で＋２人、＋13.3％）となっています。また、死亡者数は全業種
で５人と1人増加し、建設業は１人と前年同期比で１人の減少となっています。 

※災害統計、死亡災害の詳細は、宮城労働局HPをご覧ください。 
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厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

はしごや脚立からの
墜落･転落災害をなくしましょう！

はしごや脚立は、ごく身近な用具であるため、 墜落・転落の危険をそれほど感じずに使用

する場合が多いのではないでしょうか。しかし、過去の災害事例を見ると、骨折などの重篤な

災害が多数発生し、負傷箇所によっては死亡に至る災害も少なくありません。

このパンフレットを参考に、安全を確保した上で、はしごや脚立を適切に使用してください。

はしごや脚立に関する災害発生原因の特徴を踏まえた安全対策をとり、

想定される危険を常に予知しながら、はしごや脚立を使用しましょう。

参考：「菅間敦，大西明宏，脚立に起因する労働災害の分析，労働安全衛生研究，
Vol.8, No. 2, pp. 91‒98, 労働安全衛生総合研究所，2015年」

グラフからわかること

【傷病部位別】
下肢と上肢で、全体の
半数以上を占めている。

【傷病別】
骨折が全体の約３分の
２を占め、重篤な災害
につながりやすい。

平成18年の休業4日以上の労働者死傷病報告から単純無作為法により抽出された34,195件
（全数の25.5％）を分析した結果、脚立が起因する災害は、992件（うち墜落・転落災害
は約86％）であり、傷病部位および傷病名は以下のグラフのとおりであった。

「はしご等」に関する災害（死傷および死亡）

脚立に起因する労働災害の分析
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出典：労働者死傷病報告

※「はしご等」: はしご、脚立、作業台など

出典：死亡災害報告
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② 毎年30人弱の労働者が「はしご等」からの
墜落・転落により亡くなっている

はしご等

「
は
し
ご
等
」
の
内
訳

(人)

はしごや脚立は、足元が不安定になりやすく危険です。まず、代わりとなる

床面の広いローリングタワー（移動式足場）や作業台などの使用を検討しましょう。

はしごや脚立を使用する際は、高さ１ｍ未満の場所での作業であっても

墜落防止用のヘルメットを着用して、頭部の負傷を防ぎましょう。
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【過去５年間の墜落・転落による死亡労働者数】

①「はしご等」は墜落・転落災害の原因で最も多い

（平成23年～27年５年平均）

【墜落・転落による休業４日以上の被災労働者数】

はしご等

統計資料

参考：労働安全衛生総合研究所による調査分析より

新たなリーフレットを厚生労働省で作成しましたので、墜落･転落災害防止にご活用ください。 
各監督署などで配布する予定としておりますが、当面、厚生労働省ＨＰからダウンロードができます。 


